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かわぐち心臓呼吸器病院

心臓血管外科 通信

Kawaguchi Cardiovascular Surgery
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あらゆる患者様に対応いたします

こちらも是非ご覧ください！

かわぐち心臓呼吸器病院

心臓血管外科通信

今後の冠動脈バイパス手術

2020年のIschemia試験（安定狭心
症に対する血行再建の適応）では
内服治療と比較してPCI/CABGの
有意性は示されませんでした。
つまり内服治療を導入しても症状
が継続する場合は血行再建を行う
という流れになってきました。

PCIと異なりCABG後は残存冠動脈の
FFR（血流量）が増加する事は知られ
ています。つまりバイパスしていない
血管の狭心症は起こりにくくなる可能
性があるという事です。

文責山中

MICS-CABGは高齢者の早期
回復等の利点があります。小
さい傷で数か所本質的なバイ
パスを行った後、必要に応じ
てPCIや内服治療を追加する
事で多くの患者様にMICS-
CABGが適応できる可能性が
高まると考えます。
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